
1627年吉田光由によって出版された
『塵劫記』によって和算の進展が始まり、

関孝和によって、それまで手本としてきた
中国伝統数学を超えた数学が築かれた。

さらに日本全国に数学の愛好者を産みだしたことも
江戸時代の不思議な現象である。
こうした、世界の文化史上、例を見ない和算について
その特質と限界について論じたい。

関孝和と和算

主催：日本学術会議・冨山房インターナショナル

第105回 サイエンスカフェ
201５.9.18（金）18:30～20:30

ゲスト さん
四日市大学関孝和数学研究所長
日本数学協会会長、京都大学名誉教授

コーディネーター室伏きみ子さん
お茶の水女子大学長

会場：サロン・ド・FUZAMBO Folio 
千代田区神田神保町１－３ 冨山房ビルＢ１

申込：予約制（電話またはE-mailでお申し込みください）
Tel：03-3291-5153     
E-mail：folio@fuzambo-intl.com 

参加費：1名1,000円（中高生500円）1 ドリンク、デザート付）


